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　　　　　　　　　The　purpose　of　this　study　is　tQ皿ake　clear　the　structure　with　location　of　commercial　facilities，

．　　　　　　　through　the　analysis　with　phenomena　in　areas　of　soロthwest　HrROSHIMA　prefecture，　and　to　verify

　　　　　　　　the　hypothesis　what　is　theμocess　of　tendency　to　locate　along止．e　rQutes　a皿d　in　the　remote　place．

　　　　　　　　The　above　phenomena　became　clear　as　fo11。wing　tw。　points．①lt　is　in　pr。gress　synthetically

　　　　　　　　that　the　tendency　to　l。cate　along　the　routes　with　commercial　facilities．②The　tendency　for　loca－

　　　　　　　　tioll　in　the　remote　place　with　commercial　facilities　is　in　progress，　similarly．　This　tendency　is　cQn－

　　　　　　　　spicuous　about　the　categorアof　business　which　located　recently，　and　at　the　ROUTE－2，54　i∬

　　　　　　　　HIROSHIMA　c玉ty，山spatial　aspect．

　　　　　　　　　Ke翌脚川b：日日2型げ」OG6加9の伽roα必漉，纏足泥σ’0！b6碑初Z吻0響胴Z鷹，0即日πゴα1ルdZ妥
　　　　　　　　　　　　　　’ゴ8S，エ06α∫foπ，64麺0削げうμ5∫脇5，加θ餅伽‘加

　　　　　　　　　　　　　　沿道化，遠隔化，商業施設，立地，業種，モータリゼーション

　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方，こうした主要国道の沿線や遠隔地を目指した施

　　　　　　消費者への物品供給やサービスを目的とする商業・業　　設の動きに対応するような形で生起する今ひとつの現象

　　　　　務施設く以下「商業施設」または「施設」と略記する）　　として，都心31における立地の相対的な減少傾向が指摘

　　　　　の立地形態が，モータリゼーションの進行や生活様式の　　できる。すなわち，沿道化や遠隔化が進行する結果，都

　　　　　変化などに呼応して大きく変容してきている。　　　　　市の中心部において停滞ないし衰退化がかなり必然性を

　　　　　　商業施設の近年の立地動向には，大きな二つの特徴が　　もって起きてくるのではないかという認識である4［。

　　　　　みられる。そのひとつは，「沿道（立地）化」である。　　　ところで，本論で問題にする沿道化や遠隔化といった

　　　　　すなわち，商業施設が主要道路Uの沿線を指向しながら　施設の立地構造には，モータリゼーションの進行ととも

　　　　　立地する現象である。わが国でモータリゼーションが進　　に，都市計画法や大店法などの立地制限法もつよく影響

　　　　　行しはじめた昭和40年代初期には，沿道を目指して立　　している。つまり，これらの法律は元々集積地における
■

　　　　　地する施設の種類は，ガソリンスタンドなど一部の業種　　過集積を避けるという目的をもち，その方向で作用して

　　　　　にかぎられていた。しかし，昭和50年代ころから沿道　　きた。集積地での立地ができない反動として沿道や遠隔

　　　　　化は顕著になり，近年では，パチンコ店や書店，レスト　地が二次的三次的に指向されてきたのである。

　　　　　ランといった，従来都心〔立地）型とみられていたいく　　　本研究は，従来都心に立地してきた業種が新たに沿道

　　　　　つかの業種も沿道化の傾向をみせるようになってきた。　　化してきている状況に加え，それらが遠隔化していると

　　　　　それとともに，より立地が郊外化，遠隔化する傾向も現　　いう外的条件の変化，ならびに施設がもつ内的条件の変

　　　　　われてきた21。モータリゼーションの進行が今後もつづ　　化を合わせて明らかにする。これによって施設の沿道立

　　　　　くとすれば，ガソリンスタンドなどのあとを追う形でこ　　地に関してよりよい方向を探る．ことを目的としている。

　　　　　のほかの業種も沿道化・遠隔化していく可能性は小さく　　なお，本研究は次の2点を動機とし，同時にこれは研究

　　　　　ないと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　をすすめる上の基本的な仮説である。一点は，①モータ
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リゼーションが進行することによって，施設が沿道化・　　ついて，業種別に沿道化，遠隔化を分析する。なお，業

遠隔化してきたこと，つまり，モータリゼーションに影　　種別沿道化の違いは特定の型として取り出せる。

響されて施設の立地変化が二次的に生起してきたこと，

である。さらに，②このような現象が進行し，車対応型　　2．調査の概要

の都市構造が出現することになると，交通弱者9が対応　　2．1　調査方法

しきれなくなり，施設の利用という面から問題が生じて　　　本研究の目的に沿って，調査の対象区域を広島県西南

くるのではないか，という懸念である。　　　　　　　　部の大・中・小都市を含む5市7町とし，その区域内を

　以上のような動機・仮説に照らして，本稿ではとくに　　通る主要な道路を2種類に分けた。ひとつは，対象区域

次の2点について検討を行う。第1点は上記の2つの現　　全体を貫いている4本の主要国道（2号，54号，31・

象のうち，沿道化および遠隔化を，施設の立地動向およ　　185号，375号）8）である（図一1）。他のひとつは，これ

び業種個々の展開過程の分析を通して実証的に明らかに　　ら4主要国道以外の国道や県道・市道を含む「主要道

することで，これが本研究の主目的である。第2点目は，　路」9〕である。調査はまず，前者の4国道の沿線に立地

そうした外的条件の変化に伴って起きている店舗の大型　　する商業施設瑚に対して2種類の調査を行った。ひとつ　　　　．

化や，長時間営業・無休化といった内的条件の変化に着　　は，4国道全長にわたる商業施設の立地動向をつかむた

目してその動向を描きだすことである。　　　　　　　　めに，すべての沿道立地施設（7747件）に対して行っ

　なお，本研究で採り上げた「沿道化」や「遠隔化」を　　たヒアリングおよび観察調査である。この調査により開　　　　，

キーワードにしてすすめた最近の研究として，日本不動　　業年のほか業種，建物階数などを把握した。他のひとつ

産鑑定協会近畿会の著書6［や石黒・小坂らの研究7】があ　　は，休日数，営業時間，駐車場，立地理由などの営業内

る。前者は，郊外ロードサイドにおける施設立地動向の　　容をつかむために，全施設の20％に対して行ったピア

歴史的な変遷および最近の動向をふまえて，将来の郊外　　リング調査である。後者の調査では対象773件11｝に対し

ロードサイドの方向を論じている。地価や地代に注目し　有効回答353件（45．7％）を得た。調査の期問はとも

て分析をすすめている点が特徴である。後者は「沿道環　　に平成2年11～12月である。なお，ヒアリング・観察

境整備のための課題を整理する」という目的で行われた　　調査を行うために基礎資料として最新版の住宅地図（ゼ

もので東京郊外における事例研究である。本稿はこれら　　ンリンおよび中国地図出版発行）を用いた。さらに「主

の研究による知見を参照するとともに，新たに次の点に　　要道路」沿線の立地施設の算定には，注13）に記載し

留意した。すなわち，①沿道化・遠隔化という二つの現　　た住宅地図などを利用した。道路の長さは，管理者であ

象を既存統計資料とケーススタディとによって明らかに　　る建設省中国地建と広島県土木建築部道路維持課への聞

するが，沿道化については各「市・町」の全施設に対す　　き取りによるほか各市町で作成している地図（縮尺1／1

る「主要国道」および「主要道路」沿線立地施設の比を　　万一1／5万）を用いてキルビメーターで測定した。この

見ることによって検証する。遠隔化については都心から　　ほかにいくつかの統計資料を利用している。ひとつは，

の距離と時間を基軸に，施設の立地変化をみる。このた　　調査対象各市町について人口と商業の動向を概観するた

め，可能なかぎり広い区域（主要国道延長で約250km　　めに使用した国勢調査報告（昭和55年，平成2年）121

におよぶ）を調査の範囲に設定している。②業種によっ　　および商業統計調査報告（昭和54年と63年版）である。

て沿道化や遠隔化の傾向は異なる。全体の動向分析につ　　このほか「沿道化」の検証のために事業所統計調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和50，56，61年の広島県版）を
　　　　　　　　　　R54　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　雛＿＿　　倉　1」踊対象市町の人。．商店数
　　　　　　・肺闘ユ阻732447柵戸髭鶴聾・。㈲　　　　の推移　　　　　　．
　　　瀞鱗・。＿．東・肺。，，5　　5　　沿道化．沿髄訓化の分析。先
　　　はお　ぢいユロのう　　　コご　アを　むのコ

　　　懸翻撫　臨潔羅、　　　　　　島　　　　　本郷町　　養轡翫　　　　立って対象12市町の人口と商店数

警　・　海。町　・繍鵬…、煮春幣購概諾総藻
　　　　・触　黒瀬幽幽＿蹴　 年間の撒・み・ものが表一・で

　　　　　麟謙鱒．翻課轟幽一・撫謹総轟る雛
　　　　　　　　　し／　認・・灘購黙護蕾職漁響が1・％肚増加したが・小売業と
　　　　　　　　　　　魏留睡6．5上脚台冒輌　　則醐触の獅鮫通量㈲と職帽照卜勘）を示す・　一般飲食の2業種が減少したため，

　　　　　　　　図一1調査対象区域（12市町・主要4国道）　　　　　　　　商店数の合計は微増（156店増加）
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　　　　　　　　　　　表一1人用と商店数の増加率〔％）　　　　　　両者の関係は「人口」ととりわけ「小売業」との間に顕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著である。すなわち，人口が減少した4市町はすべて小
　　　　　　　　　　人口　　卸売粟　小売粟　一般飲食　商店数（計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売業が減少し，人口が増えても増加率が低い（2市町）
　　　　　　広島市　　　　　　16．1　　　　12ら4　　　　6伽5　　　　　　3暫5　　　　　　7●3

　　　　　　黒瀬町　　13．7　71．4　32．4　116．7　　43．5　　　と小売業が減少している。このように，同じ商店でも卸

　　　　　　亜聖11：1111：ll：111：111：1　売業などに比べて末端曲師との関係がつよい「小売業」

　　　　　　荒鵬　1：1今ol二1△11＝1△ll二111＝1　の方が・人・の脳とよりかかわ・ている・

　　　　　　塗畏箒　　　難　1毅：1△11：1△畳1△21：1　　　　　このように人口と商店数は，各市町が個別に変化する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方，地理（位置）的には一定のまとまりがある。つま

　　　　　　糞寡湖会｝：113｝：肱1：lll：1△11：1　り，国道2号につらな砿島，海田凍広島，本郷など

　　　　　　箕緊市　会1：1　盈1会1二1会11：1会　ま1　　　の各市町（三原を除いて）は，人口，商店数ともに増加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してきたのに対して，目線の31・185号につらなる呉，
　　　　　　県全体　　　4．0　1L4　△L9　△　2．2　　　0．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸津，竹原の3市町は人口，商店数ともに減少してい
．　　注；人口は昭和55～65年’鰍‘畑和54～63年・△は紗　る（坂町は人・と4・売業が減少）．このよう1・，人・と

　　　　　となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　商店数の増滅傾向は，東西に走る2本の国道につらなる

　　　　　　12市町の内，広島市を含む5市町が全指標とも増加，　各市町において，対比的に表れている。なお，主要4国
　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　他の7市町はいずれかの指標が減少した。後者の内4市　　道の総延長は約248kmであり，東西・南北両方向に各

　　　　　町は入口と商店数のどちらかが減少し，その内の3市町　　2本がほぼ平行して走っている。いずれも広域的な都市

　　　　　は両指標ともに減少している。商店数の主要な部分を占　　間連絡道路としての機能をつよくもっと同時．に，各市の

　　　　　める小売業は6市町が減少し，一般飲食とともに減少傾　　中心を通り市街地の骨格を形成する主要な道路でもあ

　　　　　向がつよい。以上にみられる人口と商店数の動向は，他　　る。このうち2号は，国土幹線の一部を担うもので，他

　　　　　方で，両指標がかなり連動していることも示唆している。　の3国道と比べてより重要性が高い。

　　　　　　　　　　表一2　12市町の主要国道沿道化率の推移と主要道路沿道化率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．沿道化および遠隔化過程．
　　　　　　　　年次　　　　　　　　　　　　　平成2年　　　　主要道路
　　　　　　　　　　　昭和50年昭和56年昭和61年　　　　　　　　　　　　　の本数（　3．1　沿道化過程の分析
　　　　　繭（国遁）＼1　．（主要蹴）「　1　（主要殴）　（主潮む　主要国道　主要道路　計（一蝋塾餌）長さ・㎞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沿道化は，遠隔化とともに主要国道
　　　　　鵠市（玖（、論（・鍋（・鵬（1錨11セll撮17（116）や主魏路の沿線における施設の立地

　　　　　暴嘉lll・18（11bll）　（エ1認）　（11611）　（挑ll）　9磁　　21ill　　8（鋤　　現象を表す指標の一つである。と同時

　　　　　竹原市（2、3　9．18　n99　1a73　1生91　1卿9　　2a69　　6（34）　　に・この沿道化には主要国道や主要道

　　　　　1’18弱）　（100・O）　（119・7）　（138・7）　（162・4）　　圓　　　484　　　　　路の沿線が「どの程度重視されるか」

　　　　　歪顯1玖3（11b｝1）（、1ラll）（、蟹）（1賜8きll　17吾ll　3⑳　とい臆嚇含まれている・立地指向

　　　　　東広島市（2　15．16　17．86　20．21　21．63　28．40　　50．03．　14（116）　のつよさを表す指標とも言い換えられ
　　　　　・375号）　　（100・O）　（117・8）　（133・3）　（142・7）　　865　　　工524　　　　　　　る。

　　　　　轡畏塞呉3（4．47100．0）　（11轟）　（11611）　（11511）　17ill　　25誌1　　3（3）　　　ここでは，まず対象12市町におけ

　　　　　坂町（31．　6．33‘　8．73　　8．85　　g．51　　0．00　　師1　　0（00）　　る各施設数に対する「主要国道」と「主
・　　　　　　　　　　185号）　　　　　　（100．O）　　　（137．9）　　　（139．8）　　　（150．2）　　　　　　　0　　　　　　　41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要道路」沿線の立地施設の割合（以下，
　　　　　轡町（3鴨（llbfl）ll轟ll台丑）（ll轟）25ill　55藩　4（22）「主魏道髄化率」，「心髄路沿道

　　　　　　本郷町（2号）　7．33　　9．26　10．68　12．36　33．15　　45，51　　5（31）　　化率」と表記し，両者を合算したもの
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100．0）　　　（126．3）　　　（145．7）　　　（168，6）　　　　　118　　　　　　　162

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を「一般沿．道化率」とよぶ）131を基に
　　　　　安芸潤町（3　　14．81　　　19。60　　　26．17　　　29．07　　　30‘74　　　　59層81　　　　4（17）

　　　　　　1・185号）　（100．0）　（132．3）　（176．7）　（196．3）　　166　　323　　　　　　して沿道化の全体動向をつかみ，ひき

　　　　　窪i騨（31・dlbll）　（ll』ll）　（塩1§）　（llfl）　1臥ll　　48皇11　　2（8）　　つづき主要国道別，業種別に沿道化の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特徴を明らかにしていく。
　　　　　川尻町（31・　11．29　　12．57　　17．88　　20．11　　0．00　　20．11　　0（00）
　　　　　185号）　　（100・0）　（111・3）　（158・4）　（178・1）　　0　　　75　　　　　　（1）沿道化の進展

　　　　　12川里（11b｝1）（11§｝1）（、塩ll）（11bll）器　呈161呈66（441）　ここでは髄化の韻を沿道fヒ率と

　　　　　注：数値は、事業所統計面争による各年．各市町の事業所数（総数から農林漁業、鉱業、　　その伸びから考察する。表一2は・事

　　　　　　　翻騒紮弩重重薯箆綾主潮襲飽あ馨撃羨と童舞讐畢護湛馨雰筆警磐整．（書印象急舞転瞬　　業所統計調査の調査年に対応した4つ

　　　　　　　舗三二半半雲あり・途中廃業したもの・および開業年不明のものが除かれている）の　　の年次について，各市町の主要国道沿

　　　　　　　難懸熱難論羅撒繍講論誉驚欝欝呈恭謙
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ついても作業を行い，主要国道と合わせた一般沿道化率　　（2）主要国道別の沿道化の特徴

も明らかにしている。　　　　　　　　　　　　　　　　4本の主要国道沿線には，現在6924店が立地・営業

　まず，市町ごとの平成2年の主要国道沿道化率をみる．　している。4国道の内375号だけが施設数がやや少なく，

と，広島市や海田町などの7％前後の市町から安浦町，．　他の3路線には各々2000店前後が立地している。他方，

黒瀬町，安芸津町などの，ほぼ30％以上を占める市町　　4国道を合わせて十七白川施設が約1割存在する。営業

まで大きな幅がある。　　　　　　　　　　　　　　　と休廃業を合わせた内の休廃業の割合（休廃業率）は

　次に，主要道路沿道化率をみる。「主要道路沿道化率」　375号が最も高い。次いで31・185号であり，単位道路

の平均は16．98％と，いまみた「主要国道沿道化率」　　長さ（1km＞当たりの店舗数（以下，密度と表記する）

（8．73％）の2倍近い比率を占めて高い。とくに高い市　　が最も多い54号で休廃業率は逆に低い。各路線とも休

町は本郷町，安芸津町が30％を上回るほか，東広島市，　廃業率はDID区域内に比べ区域外の方が高い（一一3）。

黒瀬町などが25％を上回る。つづいて広島市，海田町，　　営業施設の密度は4国道を平均すると27．9店／kmで

安浦町（各々15％以上）などで比率が高い。　　　　　あるが，路線ごとに差がある。広島市の都心から北に伸

　この「主要道路沿道化率」と「主要国道沿道化率」を　　びる54号だけが79、77店／kmと高く，他の3線はこれ　　　　．

合算した「一般沿道化率」は，すでに明白なように，10　よりかなり低い。東西に伸びる2号と31・185号がほぼ

市町が20％を越え，このうち50％以上の安芸津町，　　同じ密度で20店前後で，375号はさらに低くなってい

黒瀬町，東広島市を含めて5市町が40％を上回ってい　　る（図一2）。

る。このように，「一般沿道化率」は，都心商業集積の　　　図一3は，開業施設数が年代ごとにどのように変化し

高い広島市などにおいても2割を越えるなど，全体にか　　てきたかを，国道・業種別に示している。昭和30年代

なり高い割合になっている。「一般沿道化率」は，当然，　以後，各路線とも開業施設が漸増し，60年以後の開業

双方の沿道化率の高さに左右されるが，人口規模が小さ　　が最も多い。60年以後の割合は，娯楽遊戯と飲食を中

く，かつ調査道路延長の長い市町ではおおむね高い。逆　心に目立ち，各路線とも30％前後を占める。しかし，

に，広島市や呉市，調査道路延長の短い坂町，川尻町，　　瀬戸内海沿岸を通る31・185号だけは，30年代以前の

自然的制約条件のある三原市などでは比率が低くなって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■物晶販売　□飲食　　　■娯楽湛技　翅←ピ繍務
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐／㎞）

　さらには近年における主要国道沿道化率の伸長があ　　60　　　　　　　　　　　　　51．g8

る。昭和50年を基準とした各市町の主要国道沿道化率　　50　　　　　　　　H．肌g

の伸び（指数〉をみると，元々沿道化率の高かった黒瀬　　　⑩

町（29．5％・昭和50年）を除くと，ほとんどの市町で　　　　　　　　　　　　　1コ口32
15。％以上という囎な伸びを示して、、る．なかでも，　2。・・a65a。。，・。・・・・・…

安芸醐（196．3）・安醐（、84．。），広師（、83．，＞1F1・　…　’エL覧・
などの伸びが目立っている。　　　　　　　　　　　　　　　　鵠繍　　3u加線　　珊繊　　　37脈拍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2　業種別の密度

　　　　表一3　営業●休廃業店舗の立地場所別件数　　　　　　　　　　　　　　　国道2号線　　　　　　　国道54号線

　　　　　　　　　　　　　　　　　休廃業数／営業数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　100（累）0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100（竃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物品販売
　国道　　 DID区域内　D工D区域外　　　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲　　食
　2号纈艮　　　　　　　　　185／1746　　　　　　　　71／378　　　　　　　　256／2124

　　　　　　（82．2）［37．7］（17．8）［55．2］（10｛LO）［92．9］　　　娯楽遊戯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サー・業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　31・185期腫艮　　　　　149／1394　　　　　　　　104／575　　　　　　　　　253〆1969

　　　　　　（70．8）［30．9］（29。2）［58・8］（100・0）［89．7］　合計

　5婦線　、9。／20銘　、7脚　　2。7／2、96　　　　　国道31・185号縁．　　国訓375号線
　　　　　　（94・2）［1＆7］（5・8）［翫6］（1鵬）［2a3】　物品醸

　375号線　　　　　　　　　33！238　　　　　　　　　74！397　　　　　　　　107／635　　　　　　　　　　　　　　飲　　　　食

　　　　　　（37．5）　　　［4」7］　　（62．5）　　［34．6］　　（10D．0）　　［39．．3］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娯楽遊戯

合計 i，lll154醤、。］（，、lll／昔ll．2］（1欝翫，］　サー・業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計
注：

蜊?欝濡燕騰一・匡－■…1辮：コ
　　　D工D区域は昭和60年の国勢調査報告による人ロ集中地区
　　　の区域を各国遭におとして距離を測定した．　　　　　　　　　　　　　　　　図一3　国道・業種・開業年別施設割合
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　　　　旧い開業が約30％と多く，対照　　（㈲

　　　　的に6。甲州の割合（24％）が　食‘235’　　　1

　　　　少…飢施設の欄量が他1　　言乙㍑；欝
　　　　の路線より少ない375号ではとく　　　　　　　　生鮮以外の嫡品（355）

　　　　繕認蹴欝編叙！湧　難ll舞濃，　誉難灘ll㈱望謬？膿，

　　　　違っているが・全体として・国道1　r　　　　　評論編オ●CD（10。）嬬ζ磁髭f（62）

　　　　襲灘設の立地鵬大して・喪　　自・葛・　　皿奥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　各路線とも物品販売とサービ　　　鎖　、

　　　　ス・業務の2業種の占める割合が　　　　ト、　　　　　　　　　　痢　　　　　　　　　　　　　　　　杢

　　　　圧倒的に多い．・れ輌麺とも　　’憎　　 ，一G・擁　　　　　　　’

噸i灘総鞭、＼》で二鷺　　，，髪；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　この内，54号は50年代の前・後　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ1弁　　　　〆　　　　／”

　　　　半の，また，375号は50年前半　　昭秘4靱認秘5～4謬5。～5窟和5§～5g翠和6膵～　　昭和44年鷲和45～燈5。～54篇和55～5g誤細年～

　　　　の開業が目立つ。このように東西

　　　　謝蕪言掛鍵㈲叢　蕪ll蜘H　　刷、＿紛

　　　　遅い。　　　　　　生1ス　蝋料晶（5の　夢　　協販亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　（麟灘欝欝す。窪、一’窪奮鰻二＝二＝
　　　　　「つよさ」は，現在立地している　　昭秘蝉以前　　昭秘。一5碑　　　昭和6。年～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭秘5～49年　　　　　　昭和55～59年
　　　　施設の数（以下・立地量と呼ぶ）　　　　　　　　　　　図一4展開のバタ＿ンによる業種分類

　　　　により，およそ判断できる。つま

　　　　り，ガソリンスタンドや自動車・バイクなどのような，　　ており，この型に含めた。iDの型に含まれる業種は，

　　　　立地量がすでに相当ある業種は沿道への立地指向はそ・れ　　ガソリンスタンドなどに次いで1日い時期の立地が一定量

　　　　だけつよい，といえる。しかし，立地量が未だ多くない　　存在し，しかも近年の展開があまり顕著でないものであ

　　　　業種の中にも最近の増え方が顕著なものがあり，それら　　る。スーパーや各種物品販売業などにみられる型である。

　　　　は立地指向のつよい業種とみなす必要がある。つまり，　　以上に比べ，iのの型は新規沿道化業種と呼ぶべきもの

　　　　立地指向のつよさには立地量とともに増え方が関係す　　である。この型に含まれる業種は，喫茶・ファミリーレ

　　　　る。ここでは業種ごとの立地推移に注目した結果，図一　　ストラン，ラーメン・うどん，などの飲食業をはじめ，

　　　　4に示す3つの型（展開タイプ）を取り出すことができ　　娯楽遊戯のパチンコ・ゲームやごく最近になって急展開

　　　　た。四型の増え方の特徴は次に示すとおりである。すな　　をはじめたカラオケボックスなどもこの型に含まれる。

　　　　わち，i）元々かなりの立地量があったため，5つの時　　さらに，本・レンタルビデオ・CD・スポーツ用品，紳

　　　　期区分の内，昭和40年代の後半に目立った落ち込みが　　士服，弁当・ファーストフードなどの特定の少品種を扱

　　　　ある業種，iD同時期の落ち込みが少なく，その後も目　　う業種に加え，コンビニエンスストアーを合わ一せた物品

　　　　立った増加のみられない業種，［の同時期に落ち込みが　　販売がこの型に含まれる。これらの業種の多くは図にも

　　　　全くなく昭和50年以降顕著な増加傾向を示す業種，な　　明らかなように，従来はほとんど国道沿線を指向してい

　　　　どである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なくて，近年になってから沿道化をはじめた業種である。

　　　　　1）　の型は，いわゆる在来型沿道化業種と呼ぶべきも　　3．2　遠隔化過程の分析

　　　　ので，ガソリンスタンドや理容・美容，生鮮以外の食料　　　ここでは都心からの距離によって施設の立地がいかに

　　　　品雑貨などの，旧い時期にすでに相当量が沿道に立地し，　変化してきたかを主にみていく。前半部分で遠隔化の概

　　　　近年の展開はあまり大きくない型である。しかし，ガソ　　要をつかみ，後半で特定業種の遠隔化の動向を分析する。

　　　　リンスタンドに遅れて展開してきた自動車・バイクは，　　（1）遠隔化の全体動向

　　　　40年代後半以後の動向だけをみるときわめてilのの型①主要国道・市町ごとの立地の現況と推移　図一5

　　　　に近いが，立地総量もガソリンスタンドをかなり上回っ　　は，遠隔化の動向を総括的に把握するために，路線ごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一123一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
　　　　　　　　　　　＝＝57■87二：

　　　　　　　　　　i：ilili総言書　　　　　　　　27．15聯49鱒でに営葉していた施股磁　　　　　　3。

　　　　　　　難盤饗i麟輩．．麟麟li難1選1婁響…罫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　・。…　。．。。・・・・・…　　6L・7螂休．法貨・芦・L861。

　　　　　　翻。野　．　・轟・・　国道31，185服　　　〔密度も潭／㎞》

　　　　　・！罫　響…ll罪町蕊轟轟：：

　　　W＜　・、＿、、…、…　5、，，，…、　1ま　ll・鶉　・鱈　1磁，30レE

　　　　　　心血辱”華轡蜘篇1極1縣忌詞鷺1編毒1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　ao6　銑“　　　　　　　　　・45　a閃　　軌93　　a64　　　艦　　　島σ。　L。7　　a43
　　　　　　　　　　　　　　　8．82　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ0

　　　　3藍鼠一画，

　　　　　　　　　　　　　広島市　　　　　　1路bOO　　　　　　　　　　　　　（26．2脇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アロ
　　　　　　　　　　　　　国道54号線　　　　　　 60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国道375号綜

　　　　　　　　銘・　華：ii　48．49　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　呉市　　　黒瀬町　　　　　・蜀〔広島市

　　　　　　　　　　二：：＝：　　　　　　32．83
　　　　　　S〈　　ii羅i嚢ii葦i　．堀　6　　　30　レN　　　S＜　　　　　　盤エ569　　　　　　　　3。　レN

　　　　　　　　　筑oo期iiiiil　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　淋i＝：二i：i＝：二2臥81

　　　　　　　　　　　備鰍．工乳ユ9、・ξ・・：ヒ葺・『　　　　　　1a　g5　　　1鱒：i・iii：＝ii・：iii・

　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　1　h　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．駆　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　　　1．00　：・：㌔　　　　　　2．43

　　　　　　　　　　11・56　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5’。．96
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　コ二藍　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一5都心からの距離別の密度の変化

に12の市町をそれぞれ対応する場所に位置づけて密度　　　　　　　　0102030405D　507080　go　10D（紛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ジー一件数
とその推移（昭和50年と60年を境に3区分）を示す。　　渣5心から3km繍　　　　　　　　3297

「市」については，都心からの距離15｝ごとに表した。　　　　灘沁からシ5㎞未満　　　　　　　　　価即召和60年〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲日明葦055噌59年
　これをみると，密度は「市」の区域でおしなべて高く，　　書恥から5㎞以上　　　　　　　　　工549園昭和5レ関年

「剛域で低い．肺」と「剛では密度は格段に異なる。　・・町　　　　…麗lll離。前

密度が最も高い国道（市町・距離帯）は，54号（の広　　　合　　鮒　　　　　　　　6｛07

島市の都心から3km未満の区域）であり，　lk皿当たり　　　　　図一6都心からの距離別の年代別開業割合

300店を越える。次いで，2号の広島市（同），31・185

号の呉市（同）などであるが，ピークの密度は100店以　　密度の増加も，これら大中都市の都心から3k皿未満に

下におちる。しかし，各路線の密度のピークは何れもこ　　おいて顕著であり，3k皿を越える区域での増加は相対

れら人口規模の大きい都市で，しかも「都心から3km　　的には小さい。しかし，昭和60年以降は3km以遠で

未満」の距離に存在する。そして，このピークを中心に　　も著しい。とりわけ54号や2号の広島市，31・185号

都心から離れるにつれ階段状に低下しており，沿道市街　　の呉市などにおいてはこの距離帯がかなり目立っている。

地の拡がりに対応した密度構成になっている。そして，　　　他方，こうした大都市部の立地傾向といくぶん異なる
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　　　　傾向が中小都市の一部に現われている。2号の三原市や，　　このような遠隔化の動向をさらに国道・市町ごとに詳

　　　　31・185号の竹原市，375号の東広島市などである。こ　　しく見たのが図一7である。各路線とも，各市都心3

　　　　れらは広島市などの階段型密度断面に対して，都心3　k加未満の区域よりも，その外側の都心3～5kmや5

　　　　k皿未満の密度だけが高くなった，いわば都心突出型を　　k皿以上において昭和60以後の開業が増えている。と

　　　　示す例である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに広島市（2号）では都心5～10kmで，遠隔化が顕

　　　　②年代別開業動向からみた遠隔化　都心からの距離著にみられる。2号ではこのほか，三原市などに類似の

　　　　ごとに施設（全業種〉の開業年代別の割合を示したもの　　傾向が出ている。東広島市も都心3km未満がかなり目

　　　　が図一6である。各距離帯とも，近年になるほど国道沿　　立っているが，や．はり，3－5kmを中心的に増えてきて

　　　　線への立地量が増大し，昭和60年以後の開業が最も多　　いる。31・185号では，呉市の都心3km未満から外側

　　　　い。こうした傾向は，都心3km未満に比べその外側の　　の3～5kmの距離帯にかけて遠隔化の傾向が顕著に出

　　　　都心3－5kmや5km以上などにおいて，より顕著であ　　ている。54号は広島市内だけが調査の範囲であるが，

　　　　る。先にみたように，国道沿線への施設の立地が全体的　　この路線では，昭和50年代後半もしくは60年以後の割

　　　　に進んできた現象とならんで，遠隔地への立地も同時に　　合が，とくに都心3km未満よりも3kmを越えた距離，

　　　　進行してきている。　　　　　　　　　　　　　　　とくに5～10kmにおいて目立っている。375号は呉と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東広島の2市を通るが都心を通るのは東

　　　　（％）　　　　　　　　　　国遭2陰線　　　　　　　　　　　　　　広島の方であり，都心3km未満に比べ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明確な還隔化の動向は出ていない。
　　　　δo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いで，地方中心都市の呉市，東広島市
　　　　0
　　　　　　広島広島舳鎚海田肱東広砿悔本郷三原三原三原平均　　　　（375号），三原市（2号）16｝などでは，

　　　　　　諾諾鵡器欝響響響？聾ド7ザ㌘　　3－5kmでの遠隔化が中心である。
　　　　　　　　面　而　”　　“㎞3”5k　5㎞”5㎞卿　　’3㎞瀬”5㎞”　　　　　　（2）業種にみる遠隔化

　　　　（％）　　　　　国遭31・185号聰　　　　　　　①4大業種と特定5業種の遠隔化
　　　　　の
　　　　g。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先の沿道化過程の分析では，近年沿道化

　　　　80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が顕著にみられる新規沿道化業種ともい
　　　　フロ
　　　　5。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うべきものを明らかにした。ここでは，

　　　　5。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうした業種ほど遠隔化を伴って立地し
　　　　ね
　　　　3ウ　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ているのではないかという仮説のもとに

　　　　2。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考察をすすめる。図一8は，4大業種と
　　　　　ロ
　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一部の典型5業種（図の脚注に示すよう

見　　　　　鶴畑坂町煎卿卿川夙餅安蓑竹原悔瀕三原三壌三昌昌　　　　に類似のものを加えた4業種とガソリン
　　　　　　都心町〔全〔全域　心　　心　　心　町内｛町内〔建町　都心　蔀心部心　都心都心　翻心

　　　　　5㎞一身　〕・3㎞3㎞唱㎞喰域，全域）内〔全・3㎞3㎞哨㎞・一3㎞3㎞略㎞一　　　　　スタンド〉について立地変化を詳しくみ

　　　　　　10㎞　　　　　　　5㎞　　　　　　　　域〕　　5㎞　　　　　5㎞

，傷・醗職　1器・国遭3硝　　　禦ア撫か、み。．立魍の多
　　　　誌　　　　：：　　　　、。。。。。後・サービ・謡曲と物品販売の・麺・
　　　　70　　　　　　　　　　　7・　　　　　　　　　　　囮昭和55紀年　　　ついては，距離的にみた立地推移は，各

　　　　：：　　　　：1　　　　・。脚年　距齢と纐画した傾向を示しており・
　　　　4。　　　　　　　　　　　4。　　　　　　　　　　□足早。鰍　　　遠隔化の傾向はみられない。それらに比

　　　　ll　　　　　：1　　　　翅。鱒伸べ漱食や娯楽遊戯については・都心5
　　　　10　　　　　　　　　1。　　　　　　　　．　　　　　km以上と隣接町においてとくに60年
　　　　　o　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　以降の増加が目立ち，遠隔化の傾向が顕
　　　　　　広島　広島　広島　広島　 平均　　　　　　呉都　黒漏　棄広　東広　東広　平均

　　　　　　剛強恥櫛　　　　　　心町内〔螂島都鰯　　　　　　　　　　著である．
　　　　　　弓㎞3諮δ唱0日前　　　　　　5㎞”蝋〕轟3名、5塩　　　　　　　　　　　　次に，近年沿道化の著しい典型業種と

　　　　　　　　　　図一7国道・都心からの距離別・年代別開業割合　　　　　　　して採り上げたコンビニエンスストア，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一125一

安藤元夫　ホームページ



パチンコ・本・フ・ミリーレストランな器都心一，㎞　　　認都心，㎞∴
どの4業種についてみる。このうち・パ　　7。　　　　物品販亮（瓢）　　　　　70．　　　　物品販売（763）

チ・・や本などは，都心か潮目町まで・。　品目洗，　　・　　紅裏37・　繋コ

饗ll諜灘瓢槻＼lll隅諜ii／鱗ll裂奪

が撒騰欝欝ゴil髪棲霧こi聾li髪謎蓑獅
ス・業務などと類似の立地変化を示すが　　α）．　　　　　　　　　　　　　　α）

立地割合蜆たものである・蝶種につ昭和・。・・鶴、。環・・。一匹，、．、野・。年一昭鱗代齪、。興和5。～蘇・一・鐸繍～

いては，各国道とも各市の都心3k皿未

満の割合が圧倒的に高い。しかし，近年　釜；発呈三騒採≧1蕪湧≠弥診糠黍弼諺豹聖’梵ワ鵠智房芝紫

の開業率が高い業種をみると，明らかに　　　　　　　　図一8都心からの距離別・業種・年代別開業割合

都心3km未満よりも3km以遠の距離
に多く立地する傾向が出ている。とくに，

2号，54号の広肺の5－1。kmにお、・　鵯）　　　　国遭・号・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口1782
てこのような動向が顕著であり，近年の　　　2。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z215
開業率が高い業種ほど都心3km未満よ　　　｛1　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　■囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
り外側の3km以遠での立地が明確に進　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島督広昌郭広島響広島響滞田町（敷広島東広島粟広島竹．原響本郷町（三瞑鐸三鳳鐸三鳳箏
降している。　　　　　　　　　　　　　心｝3k心3・5心5層1。心1・ヒ蝋）額心一3曇σ頓心5｝全填）心雛胡’5心5｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　 k風　　 k犀　　　皿F　　　　　　　 L皿　　35h　　k塩　　　凱　　　　　　　　　瓢　　　 ヒ皿　　　題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

4．立地変化と施設の運営内容　　　　　　　α）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　3章で施設の立地変化をみた。本章で　　35　　　　　　　　　国道31・185号線

はサンプリング調査の結果をもとに店舗　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□1831

の運営内容を表す店纈模と駐車獣身　ll　　　　　　　　　　三筆5
および営業時間と休日日数の4項目につ　　二。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
いて，都心からの距離・開業年との関係　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島郁灘田圏r楓町（員蓼心具鐸心呉5心川尻町安禰■r安芸津竹鳳5竹県蓼竹鼠轡三鳳郷三原輝三原郁
を軸に分析をすすめ，店舗の内的条件が　　　　心ゴ1。（全拗蝋ズ2k厘ゴ公5kゴ住拗（蝋）雁心雛心ゴ5心5き心雛心3－5心5タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k皿　　　　　　　　　　　　　阻　　　　　　　　　　　　　　域〕　　皿　　　L駆乙　厘　　　皿　　　k皿　　溜L

立地場所と関連をもちながら変化してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α）
ることを明らかにする。　　　　　　　　7。　　国遭54号鍍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国遭375号線
（1）　店舗規模と駐車場規模　　　　　　　　6。．

店舗の売場面積は最小の軸・から，。　　　　饗）　　　　・蝋
19一で大・・バラツイ・い…　騨　1購　　囲半国・
平均すると635m2となる（今回，建物　　3。　　　　　　　　　　3。　　　　　　　　　　■猟以上の瓢

の中を売場としたため，屋外部分が売場　　2。　　　　　　　　　　釜　　　　　　　　　庄脳中娘心件㈲数

として重要な役割をもつガソリンスタン　　1σ　　　　　　　　　　｝1

ドや自動車・バイクなどの売場面積は実　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
態よりかなり小さい。このため，これら　　　広騨心広鱒心広騨骨植脚ウ　　呉5頓黒馴｛鼠広p東壁東広島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急L皿　ゴ5k厘5■Ok血10L皿　　　　　　L皿　　全填，　鐸心3郵心35池心5k
を除く物品販売と飲食を合わせた計23．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L血　k鳳　ガ

件についてみた平均がこの数値である）。　　　　　図一9全業種および昭和60年以後の開業割合が多い（30％，

ガソリンスタンドなどを含めて計算する　　　　　　　　50％以上を占める）業種の立地場所別割合
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　　　　と，705m2といくぶん大きくなるが，屋外を売場に含　　の拡大につれて駐車場の保有率もほぼ上昇し，規模も拡

　　　　めた実態はさらに大きくなると思われる。規模をいくつ　　大している。

　　　　かのランクに分けて店舗の分布をみると，最も多いのが　　（2）日営業時間と年聞休日日数

　　　　200～500瓢2（108店，32％）である。これを中心に　　　一日のうちで開店と閉店のシステムをとる「定時営業

　　　　100m2未満や100～200　m2未満の小さい方にやや偏って　　型」の店舗が9割以上を占め，「24時間営業」の店舗は

　　　　いるが，最も大きいIGOO皿2以上のランクにも13％　　約6％にとどまる。しかし，営業時間の長さをみると，

　　　　　（43件）が分布する。．こうした全体的規模分布の中で，　10時間以上が約7割（24時聞営業を合わせ）を占め，

　　　　都心に隣接した都心3－5kmにおける500～1000　m2の　　さらに12時間以上だけでも3害1」を上回わ．る。長時間営

　　　　規模（21％）と，隣接町内における1000m2以上の割　　業の店舗が全体的に多い。他方，12時間以上の店舗

　　　　合（23％）が目立っており，都心3km未満における売　　（123店）の内，約2／3（83店）が最近10年以内に開

　　　　場の規模別分布と比較してこうした遠隔地での規模が相　　寂しており，24時間営業店舗の近年の増加と合わせ，

　　　　対的に大きくなっている俵74）。　　　　　　　　　　営業時間の伸長傾向が目立ってきた。こうした長時間化

　　　　　次に，駐車場規模についてみる。表一4（下段）は「駐　　傾向は，大きな差ではないが「隣接町」に比べ「市」域
巳

　　　　車場なし」から「1000m2以上」までの5つのランクに　　における3つの距離帯においてよりつよい。

　　　　分けて都心からの距離止別に分布をみている。上記の売　　　休日日数は，年間で9日間以下の店舗が1／4強を占め

　　　　場の広さ分布にみられた傾向，つまり，都心3km未満　　最も多く，年中無休の店舗（16％）を合わせると4割
●

　　　　で小規模店舗が多く，遠隔地で大規模店舗が相対的に多　　以上が休日の少ない営業形態をとっている。年中無休に

　　　　くなる傾向は，駐車場の規模分布にも同様にみられる。　　ついては，とくに都心3k血未満の距離帯で約2割を占

　　　　この傾向は，「駐車場なし」の割合でみるとより明確と　　めて目立ち，都心から遠隔化するにつれ順次この割合が

　　　　なる。すなわち，都心3km未満では「駐車場なし」が　　減少し，隣接町内で最も少なくなっている。このように，

　　　　30％を占めるが，3～5km，5km以上では10％程度，　一日の中での営業時間の伸長，に加えて，休日数の減少

　　　　隣接町では5％と少なくなっている。駐車場をもつ店　　傾向が並行してすすんでいる（表一6）。

　　　　舗は，これとは逆の傾向をみせる。駐車場についても，

　　　　遠隔地，とくに隣接町を中心に大規模な窮例が増える傾　　5．まとめ

　　　　向がつよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主要国道と主要道路沿線における施設の立地変化をも

　　　　　立地場所別に，店舗の規模，駐車場の保有率・規模に　　とに沿道化，遠隔化の現象をとらえ，合わせて店舗の営

　　　　ついて，個別にみてきたが，これら両者の関係をみたも　　業内容をみた。分析でえられた知見を列挙し，最後に本

　　　　のが表一5である。売場面積が10001n2以上になると，　　論文で着目した諸現象について考え方を総括したい。

　　　　すべての店舗（22）が駐車場を保有するなど，店舗規模①主要国道沿道化率は，約8．7％（平成2年の12市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町平均）であり，主要道路沿道化率（約17．0％）の約
　　　　　　　　表一4　都心距離別の売場面積と客用駐車場面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／2である。両者を合わせた一般論道化率は26個月な

　　　　　　　　　　　難～3㎞簸影　警h以　脚納　合計　　　　る。一般沿道化率は，50％を越える安芸津町，黒瀬町，

　　　　　1羅i蕪1．聯1灘lll難i戦書灘織醜認、詳譜続欝鯉
鳳　　　　　　小　計　　1踵伽）82（100．O）1　　97（工OO．　O）1　　40（100．0）1　3β〔1DO曾O）　　倍程度に伸．びており，主要国道における沿道化の進展を

　　　　　麟繍lll騰1灘ll灘1示撫螺業種、業態〉。よ，異。。．進展過

’　　　　積　小　計　124（1。q。）79（鵬。）9呂楓。）謙鵬）泓。（1帆。）　　程から3つの型に分けられ，最も沿道化のつよい型とし

　　　　　　注；（）内押字は、部心からの距離ごとの各小計と樽成比％を示す．

　　　　　　　　　　　表一5鵜酬と騨場酬　　　　　表一6都心足巨糊の川口1醐と鯛休磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都む～3㎞　　都心3h～　　都心5㎞以　輸内　　舎　賢
　　　　　　　　駐輯　駐車場　200雌未　200～500500～1001000～202000ロf以　含計　　　　　　　　　　　　　　　未満　　　5b未満　　上

　　　　　熱豪華i：慰馨懸撫：璃i罎羅難継構購；／灘i欝

　　　　　渕一、。。瞭満（5i3）（1？（24き。）（25を3）（も3）（9≧3）（1。15。）　　，卜計　遷、（、。。・）・2（、㈲）・8（・。。．。）・。（1。・。）・・8（1。・。）

　　　　　讐計罵；薫；iiiii慧i慧i　iilii　iilii欝1義ii難ll　lll繋辮il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敗　　　　　注；駐車場面穣は、贋乱した「台敵」に20㎡を乗じて算出した値である。亮場西穣は、　　　　　　　　　小　　計　　　工23（100．O）　8L（100．O）　96（100．O）　釦（工00．O）340（100．の

　　　　　　鰯油灘鶴，瀧西山離蒼縦欝血i心血一ビ　　注、⇔内鱒は鰍、か・。牒・・聴靴撚比％を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一127一

安藤元夫　ホームページ



て約10業種がある。この内コンビニエンスストアー，　　施設の減少衰退を伴う大輻な商業構造の変動である。沿

弁当・ファーストフード，カラオケボックスなどは典型　　道化が車利用層のための施設立地だけの段階では問題は

書絵道化業種で，多くがチェーン化を伴う。これら沿道　　相対的には小さい。しかし，都市・居住者にとっての生

化の著しい業種の内，本や喫茶などは，従来は，主要国　　活不可欠施設や最も中心となる商業施設，大規模施設等

道以外の場所にかなり立地してきたもので，元々沿道を　　が車利用層しか利用しにくくなれば大きな問題である。

指向してはいない。つまり，急激に沿道化している業種　　商業施設の分散化傾向はこうした大きい問題をはらんで

の中にも，途中から新たに沿道化し始めたという，立地　　いるといえるだろう。

の方向転換を図ったものがある。

②主要国道沿線における施設の密度構成は，広島市や　注・参考文献
呉市などの大中都市においては，都心3k皿未満をピー　　1）本論文では・市街地を構成する主な道路を「主要国道」

・…一・㎞・・㎞以上・距離が増大す・につれて密　欝欝，窓1騰鑑識道1撫篇濃

度が低減する階段型になっている。密度の増加は・都心　　　　要国道」として定義し，他方「主要道路」には，これら

3km未満を中心に長期間進行してきたのであるが，近　　　　　4本の国道以外の国道のほか，「県道」の内，主な道路と　　　　、

年における3km以上や5kln以上の遠隔地での増加は，　　　　みなされるもの，および県道と連続することによって一

かなり目立つ。他方，2号の三原市や375号の東広島市　　　　本の主要な道路を構成する「市道」などを含めた。

などは，都心3km未満の密度だけが突出した形を見せ　　2）広辞苑（第4版）によると・郊外とは「市街地に隣接し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た地域。まちはずれ」となる。本論においても同様の意　　　　ら
ている。このように・沿道の密度の高さや形状を規定す　　　　味に理解している。しかし，この「郊外」は，面的に拡がつ

るのは，基本的には都市（人口）規模と考えられるが・　　　　た状態を指しており，本論のように，主要国道ないし主

それに加えて立地を妨げる自然的条件等も密度を規定す　　　　要道路に限定して施設の立地を検討した場合には，適切

．る要因になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　な表現とはならない。そのため，本論では，郊外への施

③近年の施設の立地は，都心3km未満に加え，その　　設の移動を意遇する「郊外化」という用語のかわりに「沿

外側の・k・肚や・k・以上，さら・・畷・お・、て・・　雪融曇織蹴夏灘認識2煮

立っている・遠隔化は総体としてすすんだが・その傾向　　　　　なお，遠隔化の分析を行うために，以下．のように細か

は業種（業態）ごとに差異がある。とくに，ファミリー　　　　く距離帯を設けた。すなわち，調査対象の5市7町を通

レストランやコンビニエンスストアーなどの，近年に　　　　る4本の国道に対し，5布については各中心（市役所の

なって急激に沿道化してきた業種は，同時に遠隔化の傾　　　　位置を仮の中心とした）から3km未満の区域（中心か

向も顕著に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら直線距離で国道におとした3km未満の距離の範囲）

④沿道化や遠隔化・つづけて・・店舗・，・れ自身で　韻薦繧臨謄砦1無職棄誰

集積条件をつくる必要がある。24時間営業を含め・営　　　　島市のみ），10km以上（広島市のみ）などの距離をとつ

業時間の延長や休日数の縮小など，店舗は時間的な面か　　　　た。「剛の区域は距離帯を設けず「町域」として一括し

ら消費者との接触の増大を図っている。その一方で，駐　　　　た・そのため・本論において「遠隔地」とは・「市」の中

車場の確保・規模拡大をすすめるなど，車利用客という　　　　心から3km未満の区域を基点にして・その外側に位置

特定の消費者・・ら・重視す・方向で・店舗は対応・て　齢響器誰よ繍瀧鑑鵬

きている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地」とみなすこともできる。つまり，この「遠隔地」は，

　本論文で明らかにしてきた沿道化，沿道遠隔化過程な　　　　相対的な位置関係をつよく表わす用語である。

らびにそれに対する考え方をここで総括的に示す。　　　　3）前掲注2）にも示すが，「都心」には，面的な拡がりに

　商業施設の沿道立地は従来，ガソリンスタンド，自動　　　　対する中心という意味がある。ここではこの本来の意味

車艦設など・限・漁、・・昭和・・年頃から罐　捲雲臨論薦硲i含講篇繋
の業種が沿道立地を進め・60年以降になると・それま　　ているので，。の搬的な意味の「都心」と眠なる用

で都心型だった業種までが沿道化しはじめ，より遠隔化，　　　　法になっている。なお，小規模な「市」や「町」などに

大型化してきた。これは，沿道化の新たな質的展開過程　　　　ついては「都心」と呼称することが適切でない場合も多い。

としてとらえられる。その中には，大規模書店に典型的　　　　この点を考慮して陣心」または「中心部」等の類似の

にみられるように，店舗が単独で集積・集客の魅力を高　　　　用語を使った場合もある・

めるため謝店舗分・相当す・規模をもち・あるいは筆謁蟄蹴二心驚ヒ羅羅瓢

その都市で最大規模の店舗が都心に存在しないといった　　　　いく予定にしている。

事態も生じることとなる。さらに，現在，都心商業集積　　5）「交通弱者」の定義については，交通権学会編．「交通権」

のシンボル的存在であるデパートなどが沿道立地化する　　　　日本経済評論社・1986・10・上田篤「くるまは弱者のも

可能性も考えられる。こうしたことは，都心部での商業　　　　の」中公新轡・ユ979・10などに詳しい・なお・木村一裕．
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　　　　　　　　　清水浩志郎らは「身体障害者の外出特性に関する基礎的　　　12）1990年国勢調査報告については，広島県による速報

　　　　　　　　　考察」（都市計画論文樂　NO．25，ユ990，　pp．67～72）の　　　　　（1990年12月7日付け朝日新聞に公表されたもの）を

　　　　　　　　　中で，高齢者，身体障害者のほか，けがなどによる一時　　　　　使用。

　　　　　　　　　的移動制約者も含め「移動制約者」とし，その交通環境　　　13）「主要国道沿道化率」，「主要道路沿道化率」および両者を

　　　　　　　　　問題を取り扱っているが，本論にいう交通弱者とは，そ　　　　合算した「一般沿道化率」を表一2に示す。沿道化率の

　　　　　　　　　れらの人たちも視野に含めている。　　　　　　　　　　　　　　算出基準を同表の脚注に示した。なお，「主要道路沿道化

　　　　　　　6＞　〔社）日本不動産協会近畿会：「郊外ロードサイド店舗進　　　　　率」は，下記の住宅地図（対象地区・発行年月）による

　　　　　　　　　出と地価」学芸出版社，1990．3　　　　　　　　　　　　　　　件数をもとに算定している。すなわち「記載内容の実態は，

　　　　　　　7）石黒哲郎，小坂　宏：沿道土地利用の変動に関する研究　　　　　収録版によっても異なるが平均して出版年月の半年程度

　　　　　　　　　一東京都区部西郊地区におけるケーススタディその1，　　　　　以前である」（ゼンリン出版）ので，表一客の平成2年の

　　　　　　　　　その2，その3，日本建築学会大会学術講演梗概築　　　　　「主要道路沿道化率」は，広島市を中心にしてほぼ，平

　　　　　　　　　F，1988，lg8g，1ggO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成3年時点の「率」を表している。広島市中区・西区版

　　　　　　　8）31号と185号は呉市内で分かれているが，合わせて一本　　　　　C92．1），同東・南区版C92．1＞，同安芸地区版（’92．4），

　　　　　　　　　の国道として取り扱った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　同安佐北区版C92．6），東広島市版C92，2），三原市版

　　　　　　　9）「主要道路」として選定した市町ごとの路線数，距離は，　　　　　　C92，3），竹原市版（’90．12），呉市版（’92．9），安浦地

●　　　　　　　広島市（17，116km），呉市〈8，66　km），竹原市（6，34　km），　　　　区電話帳付録（各戸記載図，圏9ユ，10と呉市版’89．1＞等で

　　　　　　　　　三原市（3，28k皿），東広島市（14，116km），海田町（3，　　　　　ある。

　　　　　　　　　3k皿），黒瀬町（4，22　km），本郷町（5，31　kln），安芸　　　14）最新版住宅地図に記載されている施設名称をベースとし

。　　　　　　　津町（4，17km），安浦町（2，8k皿），の10市町（合計66，　　　　て現地観察を行い，存在していなかったものを廃業，存

　　　　　　　　　441km）である。坂町と川尻町は非設定。　　　　　　　　　　　在して休業中とみなされるものを休業施設とした。

　　　　　　10〕本文の冒頭に「商業・業務施設」として示しているが，　　15）前掲　注2）にもふれているが，本調査では対象とした

　　　　　　　　　本調査では，銀行や事務所等の業務系の施設も大きく商　　　　　5市について当該市役所の位置を仮の都心に設定し，そ

　　　　　　　　　業施設の中に含めて取り扱った。謂査の対象から除いた　　　　　こを中心に，3kln，5km，101㎝の直線距離を各国道に

　　　　　　　　　施設は，工業系施設と専用住宅施設だけである。なお調　　　　　落として区分している。なお，密度を算出するための距

　　　　　　　　　査は住宅地図に記載されている施設をベースにしたが，　　　　　離は，各国道に落とした位置までの距離を，道路（の曲線〉

　　　　　　　　　現地で新たにみつかった施設は対象に含めた。　　　　　　　　　に沿ってキルビメーターで測定した長さである。

　　　　　　ユユ）営業している6924件のうち物販〔2476），飲食〔848），　　16）三原市の場合は，3～5kmの自然条件などの制約が大き

　　　　　　　　　娯楽遊戯（136），およびサービス・業務の内の理容・美　　　　　く，立地が抑えられたために，5k皿以上の距離で偶然的

　　　　　　　　　容（273），クリーニング（86），モーテル・旅館等（47），　　　　　に遠隔化が目立っているものと考えられる。

　　　　　　　　　などを合わせた3866件を母数とし、これの20％（773）

　　　　　　　　　を調査対象とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1992年7月10日原稿受理，1993年1月19日採用決定）

●
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